
はじめに

本研究の目的は、古武術の身体操法の有効性と限定

性を探り、「教科体育」の指導における可能性を明らか

にすることである。

本研究における「教科体育」とは、佐藤臣彦の『身

体教育を哲学する；体育哲学序説』 で述べられてい

る「教科教育」である。古武術とは、甲野善紀 のいう

意味での古武術である。剣術、柔術、棒術、手裏剣術

など古伝の武術を参考にして甲野自身があみ出してい

る創作武術は現代武道に含まれないため古武術と呼ば

れている 。また、古武術の身体の使い方に関して「身

体の使い方」、「身体運用法」、「身体操作法」、「身

体操法」等の言葉を用いて表現されているが、本研究

では、古武術における身体の使い方を身体操法という

言葉で統一する。

筆者たちは中学校における指導を通じて、身体運動

の基本的な「走る、跳ぶ、投げる、打つ、受ける、蹴

る」などといった生徒の動きに違和感を抱くようにな

った。また、生徒たちが転んだときに手のつき方が悪

く、ケガをするというケースが増えてきている。全て

の生徒に該当するわけではなく、身体運動の能力の二

極化がおこっている。小学校もしくはそれ以前から、

身体運動の経験が豊富な生徒は、技能が高い傾向にあ

る。逆に、身体運動の経験の乏しい生徒は、通常簡単

にできるであろうと思われることができない傾向にあ

る。子どもたちの生活様式や生活環境の変化などによ

って、子どもたちの遊びも変化し、多種多様な動きを

しなくなったことが原因のひとつとして考えられる。

学校教育において、うまく身体を動かせなくなった生

徒たちに、身体をうまく使いこなせるようにするため

にはどのようにすればよいかが大きな課題である。

さて、織田淳太郎の『コーチ論』では、進学校で長

い練習時間を確保できないバスケットボール部が、古

武術の動きである「ナンバ走り」を取り入れ、試合中

ずっと走り続けても疲れなくなり、試合に勝てるよう

になる。この「ナンバ走り」については、今までの体

育の授業における指導内容と異質のことが書かれてい

る。また、甲野の古武術の身体操法の基本となる三要

素、「捻らない、タメない、うねらない」も異質なので

ある。この「身体操法」は、動きの質の転換によって、

「速い動き」「大きな力をだす動き」「疲れにくい動き」

を得ることができるというものである 。この「身体操

法」を通して、身体運動を苦手とする生徒たちの動き

の質を転換し、身体能力を高めていく可能性があると

考えられる。

すでに古武術の身体操法は、介護動作、音楽、日常

生活など幅広く取り入れられ、成果が報告されてい

る 。スポーツにおいては、バスケットボール、野球、
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アメリカン・フットボール、ラグビー等の種目で取り

入れられている 。古武術の「身体操法」の可能性の検

証は、自然科学的な分析によってなされることが一般

的には考えられよう。しかし、甲野は次のように述べ

る。古武術は「感覚的に習得され、いくつもの動きが

同時に平面的、立体的に存在するものである。そのた

め自然科学的な分析によって『古武術の身体操法』の

可能性をはかることは困難である 」。実際、甲野に師

事する高橋佳三は、自身が専門とするバイオメカニク

スの見地から古武術に関する論文を発表していない。

古武術の身体操法に関しては、運動学やバイオメカニ

クスなどとは違う方法で研究を進めていくことが必要

に思われる。

甲野や高橋らは「古武術の身体操法」をスポーツの

動きに応用し、「速い動き」「大きな力をだす動き」な

どの高いパフォーマンスを引き出すことを試みてい

る 。岡田慎一郎らは古武術の身体操法を子どもたち

の遊びやからだの使い方に取り入れ、「大きな力をだす

動き」「ケガをしない動き」「疲れにくい動き」「速い動

き」などといった動きの質の転換を図っている 。学校

教育において「課外体育」に古武術の「身体操法」を

取り入れた、桐朋高校のバスケットボール部の取り組

みの実践報告は有名である 。しかし、「教科体育」に

応用された研究は見られない。

そこで本研究では、次のような手順に従って研究を

進めていく。まず、甲野のいう古武術や古武術の身体

操法を明らかにする。古武術の基本理念の「タメない、

うねらない、捻らない」動きがどのような動きであり、

どのような分野で応用されているのかを探る。古武術

や古武術の身体操法に関する議論や経験に基づいて、

その特質を明らかにする。次に、学校教育における「教

科体育」の定義を踏まえて、その特性を明らかにし、

古武術の身体操法を指導上の問題点や課題を考察する。

これらを踏まえて、結論では、古武術の身体操法の「教

科体育」の指導における有効性と限定性を明らかにし、

その可能性を探る。

古武術の身体操法

１ 古武術の「身体操法」とは

古武術は江戸時代以前の武術に由来するものであり、

競技として存在したものではない。それは、生死を左

右する時代の中で培れた武術である。いつ、なんどき、

自分の命が狙われるかもしれない状況では、常に敵に

対する対応が有効となり、身体に負担のかかる動きや

無駄な動きはそぎ落とされてきたと推測される。体格

や年齢に関係ない動きが要求されたはずであろう。

一般的にスポーツ選手は、一定の年齢をピークにパ

フォーマンスは下降する。競技によって異なるが、精

神面・技能面・体力面の中で、体力面がパフォーマン

スに影響を及ぼす割合が大きい。年齢を重ねるとどう

しても体力が低下し、それに伴ってパフォーマンスが

下降する要因の一つと考えられる。

一方、古武術では、意識や技能がパフォーマンスに

影響を及ぼす割合が大きく、体力の影響が少ない。そ

れは、古武術の身体操法があまり筋力に頼らず、重力

や身体の使い方を中心としていることからいえる。実

際に甲野は年齢を重ねているにもかかわらず、身体操

法は年々進化している。その様子は、ものをつくる職

人が、長さや重さを計測しなくても、自分の感覚で、

手早く、精確に作業を進め、いわゆる職人技とも表現

されるようなものを思わせる。

２ 古武術の特性

古武術の動きとは、甲野のいう「捻らない、タメな

い、うねらない」動きであり、この動きの身体の使い

方を身体操法という。ただし、甲野はこの動きについ

て「正確にいえば捻らないように、うねらないように、

タメを少なくという事で、全く捻ったり、うねったり

していないわけではありません 」と述べている。つま

り、古武術の身体操法を「投げる、打つ、走る、跳ぶ」

などの動きに応用する場合、全く「捻らない、タメな

い、うねらない」という動きをするのではなく、でき

る限り「捻らない、タメない、うねらない」という動

きができるかを考えていけばいいのである。

それでは、「捻る、タメる、うねる」動きとはいかな

るもので、「捻る、タメる、うねる」ことを少なくして

いくことでいかなるメリットがあるのかを考えてみる。

「捻り」というのは、胴体部分などの回転(方向転

換)、例えば臍が前を向いているのに、肩から上は横を

向いている格好である 。「タメ」というのは、走り始

めに一度膝を曲げてから走り始めたり、垂直にジャン

プするときに一度膝を深く曲げてからジャンプを曲げ

てから走り始めたり、垂直にジャンプするときに一度

膝を深く曲げてからジャンプするような動きのことで

ある 。「うねり」というのは、投げる動作でいえば、

鞭打つように下半身から遅れて上体が、その後から腕

が、更に遅れて手の先が、順々につながって出てくる

ようなことである 。

次に、「捻らない」「タメない」「うねらない」各々の

メリットについて考えていく。まず、「捻らない」とい

うことについて、織田淳太郎は『コーチ論』の中で「メ

ジャーの投手は体を捻らない 」と述べている。体幹部

を捻じらず、体の面で押し出すように投げると、体の

面が先に出てくるので、腕がいつ振り出されるのか、

分かりにくい。例えば、ソフトボールの投手に対して

打席に入った場合にタイミングがとりにくいのと同じ

ことがいえる。もう一つのメリットは、体幹部を捻ら

ないので体に負担がかからないことである。体幹部だ

けを捻らなければいいかというとそうではない。例え

ば、足先と膝の向きがずれている時、膝や足首の負担
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となり、故障やケガの原因となる 。

「タメ(踏ん張ら)ない」動きとは、実際にどんな動

きなのか。例えば、バスケットボールでジャンプする

場合、ターンする前に膝を曲げ、ジャンプするための

タメをつくり、地面を蹴って空中で身体を180度回転

し、着地する(図１)。古武術の身体操法では、ジャン

プするのではなく、「膝を抜く」動きを利用し、身体を

回転させる(図２)。この動きは、タメをつくらずにタ

ーンするので、ターンにかかる時間を短縮することが

できる。また、タメがないので周囲の選手は予測する

のが難しくなる。

最後に「うねらない」でボールを投げる例として、

ソフトボールのウインドミル投法があげられる。体の

面、肩、肘、手の先が同時並列的に使われて、ボール

が投げられている。腕だけに頼るのではなく、全身の

各部位の力を合わせることで、腕の負担は軽減され、

大きな力を発揮することができる。

古武術の身体操法を習得する上で、重要となるのが

身体感覚である。身体の動きを見ることはできても、

身体の感覚というものは本人以外には分からないもの

である。矢野らが述べるように、「質の高い動き」を修

得させるための指導について、「単に表面の型にはめる

だけの指導ではなく、身体の内面をどう意識し、どう

動かせるようにするかという指導である 」。従って、

日常生活から自分自身の身体を意識し、身体と対話し、

感覚を高めていくことが大切である。

一般的に古武術や古武術の身体操法に対して先入観

がもたれている場合があり、指導する場合の妨げとな

るかもしれない。スポーツで応用されている古武術の

身体操法の「捻らない、タメない、うねらない」動き

が、スポーツを中心とした身体的運動における運動遂

行の中に存在する「捻る、タメる、うねる」と全く逆

の動きであるので、古武術の身体操法に対する先入観

を取り除くためには、実践をも踏まえた理解が必要と

なる。「捻らない、タメない、うねらない」動きをイメ

ージするのは難しいので、言葉で説明するだけでなく、

その動きを見せたり、体感させることによって、身体

を通して有効性を感じさせることが重要となる。従っ

て、指導者が古武術の動きを習得するとともに、ビデ

オやＤＶＤなどの映像を利用も有効であろう。

３ 古武術の身体操法の有効性と限定性

⑴古武術の身体操法の有効性

古武術の身体操法は、身体に無理がなく負担をかけ

ない、無駄のない効率のよい動きであるため、スポー

ツの分野だけでなく、日常生活、介護、音楽等の分野

での応用されている。

①パフォーマンスの向上及び意欲の向上

効率のよい身体の使い方を習得することによって

「速い動き、大きな力を出す動き、疲れにくい動き」

を可能にする。身体運動におけるパフォーマンスの向

上、それに伴う意欲の向上が期待できる。

②ケガ及びストレスの減少

体幹を捻らない動きや無駄のない動きは「疲れにく

い動き」であり、身体の一部に負担をかけない動きで

ある。関節の可動域を広げることにより、柔軟性を高

められる。受け身の習得によってケガを減少させるこ

とが期待できる。ケガによるストレスを減少させるこ

とも予測できる。

③高いパフォーマンスの維持

古武術の身体操法の動きを習得するということは、

体力的な向上ではなく、技術的な向上である。例えば、

自転車に乗れるようになるために、筋力トレーニング

を行うわけではない。一度、自転車に乗れるようにな

ると何らかの障害がない限り、高齢でも乗ることがで

きる。スポーツ選手にとっては、筋力の衰えがあまり

関係ないので、高いパフォーマンスを維持する期間が

長くなり、引退時期が遅くなると考えられる。また、

筋力の弱い児童・生徒・高齢者に有効であるといえる。

④感覚の鋭敏化

古武術の身体操法を習得する過程で、自身の身体の

感覚が研ぎ澄まされてくる。身体と対話しながら、楽

な身体の使い方を感覚的に見つけ、身につけていくこ

とになる。例えば、日常生活において無意識に歩いて

いるが、「ナンバ歩き」を習得するために、楽な歩き

方、負担のかからない歩き方がどのようなものである

かを身体と対話し、歩くという運動を意識して歩くこ

とになる。このような過程を重ねることによって身体

感覚は磨かれていく。

古武術の身体操法は、身体運動だけでなく、幅広い

分野で応用されており、それぞれの分野においても多

写真１ 一般的なターン

写真２ タメをつくらないターン
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くの可能性をもっている。

⑵古武術の身体操法の限定性

古武術の身体操法をスポーツの指導に導入した場合、

全てにおいて導入以前のパフォーマンスの向上が見ら

れたわけではない。パフォーマンスの向上が見られな

いケースや低下してしまったケースも報告されてい

る 。パフォーマンスが向上することなく、低下してし

まった原因を考察する。

①武術の動作の持つ意味の難解さ

古武術の身体操法で使用されている言葉は難解であ

る。また、言葉自体が聞きなれないものであり、イメ

ージし難いものである 。そのため、指導者や競技技者

が十分意味を理解しない状態で、もしくは、誤解した

状態で古武術の身体操法を取り入れしまい、本来の動

きと異なった動きになってしまうことがある。写真や

図で解説されている書物を読んでみても容易にイメー

ジできず、実際に行っても、どのように動けばいいの

かわからなくなってしまう。

②動きを自分で深く考えられない

古武術の身体操法を習得する上で、身体感覚が重視

される。現在の生徒たちに目を向けて見ると、遊びや

生活様式の変化に伴って、身体を意識することが少な

くなっている。また、日常生活や学校生活においても

時間に追われ、じっくり考え、工夫する場面が少なく

なっているようである。身体感覚を高め、じっくり考

えたり、工夫したりする態度が養われない限り、身体

操法を指導されたときの効果は期待できないと思われ

る。逆にいえば、動きを深く考え、工夫して行こうと

いう機会を与えることになる。

③マニュアルの不在

古武術の身体操法を習得ための著書や指導書は、指

導の参考になるが十分ではない。つまり、指導のマニ

ュアルがないのである 。したがって、指導者や生徒や

競技者にあった方法を試行錯誤しながら自分たちの動

きの質へむけての方法を編み出していくことになる。

そのため、安易に指導しようと考えていては、中途半

端な結果に陥ることになるであろう。

④意欲がない

指導者が古武術の身体操法を指導する際、生徒や競

技者が古武術に対する興味や関心を持ち、習得しよう

という意欲がなければ、効果は期待できない。

⑤柔軟な思考ができない

古武術の身体操法の「捻らない、タメない、うねら

ない」動きが、これまでの「捻る、タメる、うねる」

動きと全く逆の動きであるので、それを受け入れられ

る柔軟な思考ができなければ、効果が期待できない。

⑥成果がすぐに表れない

古武術の身体操法には、短い時間で習得できるもの

ばかりでなく、長い時間を必要とするものがある。速

い動きを習得するには、長い時間をかけなければなら

ないであろう。すぐに成果を求めても、成果が現れる

ものではない。

以上のように、古武術の身体操法をスポーツ等に導

入する場合、安易に行うと成果を期待できないことが

予測される。

古武術の身体操法と「教科体育」

１ 「教科体育」と「課外体育」

学校教育において古武術の身体操法を導入するにあ

たり、「教科体育」と「課外体育」について整理し、違

いを明らかにする必要がある。そこで、佐藤臣彦の『身

体教育を哲学する―体育哲学序説―』 に従って、本研

究においては「教科体育」を学校教育制度における「教

科」として位置づけられている「体育」とし、「課外体

育」を「部活動」として実践されている「体育」と定

義する。

「教科体育」において、バスケットボールやサッカ

ー等の運動文化は、教材化され生徒の身体能力を高め

ていくための媒体とされる。一方、「課外体育」では、

生徒の身体能力を通して、バスケットボールやサッカ

ー等の運動文化が継承される。つまり、「教科体育」

は、運動文化が身体能力を顕現化するための媒体とさ

れ、「課外体育」では、身体能力が運動文化を継承する

ための媒体とされる。

「教科体育」では、運動文化が身体能力を顕現化す

るための媒体となる場合、運動文化そのものから取り

込まれるのではなく、目的に条件づけられて「教材化」

され取り込まれる。例えば、サッカーを「教科体育」

に取り入れる場合、中学生にサッカーそのものの専門

的な技能を獲得することを目的とするのではなく、サ

ッカーを通して生徒の身体能力の向上や可能性の発見

を目的とするべきである。また、教材化が行われても、

生徒の実態に応じたものでなければ、教材としての意

味をなさないことになる。また、「教科体育」は「課外

体育」と異なり、指導する時間が限られていとともに、

間欠的である。サッカーそのものを指導しても、サッ

カーそのものが獲得されることは、非常に困難である

といえよう。つまり、「教科体育」において、専門的で

高度な技能習得が目標とされてしまうことを警戒すべ

きである。

「課外体育」では、長時間に亘って活動することに

よって、特定スポーツ種目の専門的で高度な技能習得

が可能になる。その反面、各スポーツ種目がもつ独自

の身体技法に生徒を馴致させることになる。つまり、

特定スポーツ種目の長時間に亘るトレーニングが、高

度な身体技能を修得することを可能にするが、特殊な

身体技能の修習が、他のスポーツを行う場合の「手か

せ、足かせ」となる危険性があるということである。

「教科体育」と「課外体育」において、体育教師は
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異なる実践を行わなければならないが、「教科体育」に

おいて「課外体育」の実践を行ってしまう場合が考え

られる。先に述べたように、「課外体育」の実践、つま

り、運動文化そのものの習得を「教科体育」の実践に

取り入れるのではなく、運動文化を「教材化」し、生

徒の身体能力を引き出すことを目標とした実践にする

必要がある。

２ 「教科体育」のカリキュラム

実際に古武術の身体操法を「教科体育」において指

導する場合、『中学校学習指導要領解説 保健体育編

平成20年９月』 をもとに「教科体育」の目標、内容、

内容の取扱いについて整理し、どのように教材として

いくかを検討する。

保健体育科という教科の内容を整理すると表１のよ

うに体育分野と保健分野で構成され、体育分野は８つ

の領域で構成されている。これらの領域の内容が表２

である。最初に、「体つくり運動」では古武術の身体操

法を教材化し、中心として指導することが考えられる。

次に、「ダンス」においても、古武術の身体の動きを取

り入れることはできるかもしれない。また、「器械運動」

「陸上競技」「水泳」「球技」においては、準備運動に

古武術の身体操法を取り入れ方法として、それぞれの

領域の内容の１つの動き(例えば「走る」「投げる」「打

つ」など)に古武術の身体操法を紹介し、指導すること

が考えられる。「武道」においても、全てを古武術の身

体操法により指導するのは、難しいと思われる。最後

に「体育理論」については、古武術の身体操法の有効

性、可能性、特性などを生徒に説明し、身体や運動に

ついての知識を広げることができる。

保健分野では、「傷害の防止」や「健康な生活と疾病

の予防」において、古武術の身体操法の有効性、応用

されている内容を紹介することができる。

本研究では、「体つくり運動」に焦点をあてて進めて

いくことにする。

３ 古武術の身体操法と「体つくり運動」

「体つくり運動」は、各学年において必修であり、

７単位時間以上確保しなければならない。しかしなが

ら、無制限に単位時間を確保できるわけでなく、現実

には10単位時間を確保できるかどうかであろう。

「中学校学習指導要領」における「体つくり運動」

を確認しておこう。「体つくり運動」は、「体ほぐしの

運動」と「体力を高める運動」があり、「体力を高める

運動」は、「体の柔らかさを高める運動」「巧みな動き

を高める運動」「力強い動きを高める運動」「動きを持

続する能力を高める運動」の４つの運動で構成されて

いる。この４つの運動について『中学校学習指導要領

解説 保健体育編 平成20年９月』では表３のように

書かれている。

「体の柔らかさを高めるため運動」とは、体の各部

位を前もって緊張したり、意識的に解緊したりするこ

とによって、体の可動範囲を広げることをねらいとす

る運動 である。

「巧みな動きを高める運動」とは、自分自身で、あ

るいは人や物の動きに対応してタイミングよく動くこ

と、バランスをとって動くこと、リズミカルに動くこ

と、力を調整して素早く動くことができる能力を高め

ることをねらいとして行われる運動 である。

表１ 保健体育科野内容構成

表２ 体育分野の領域及び領域の内容
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「力強い動きを高める運動」とは、自己の体重、人

や物などの抵抗を負荷として、それらを動かしたり、

移動したりすることによって、力強い動きを高めるこ

とをねらいとして行われる運動 である。

「動きを持続する能力を高める運動」とは、「一つ又

は複数の運動を組み合わせて一定の時間に連続して行

ったり、あるいは、一定の回数を反復して行ったりす

ることによって、動きを持続する能力を高めることを

ねらいとして行われる運動 」である。

佐藤が述べているように「教科体育において体育教

師が考えるべきことは、媒体とする運動教材によって

どんな身体能力を ＋α>として生徒に顕現化できる

か 」ということである。

次に、古武術の身体操法の効果や有効性、習得する

上での難易度を考慮し、「体ほぐし運動」と「体力を高

める運動」の４つの運動で系統的に分類する必要があ

る。その上で生徒の体力、性格、運動経験などの実態

にあった学習内容を作成していかなければならない。

また、「教科体育」においては、１単位時間の中で一定

の運動量を確保する必要がある。古武術の身体操法の

習得だけに目を向けてしまうと、運動量を十分確保す

ることができなくなる。例えば、ナンバ走りの走り方

だけを習得するのではなく、実際にナンバ走りで長距

離を走るようにし、一般的な走り方と比較して走り、

ナンバ走りとの違いを体感させることで、運動量を確

保することができる。

古武術の身体操法の動きを通して、スポーツにない

動き、日常生活にない多様な動きを生徒に経験させる

ことができる。また、「歩く」「立つ」「座る」等の日常

生活で意識しない動きを意識化させることができる。

身体活動的な遊びの減少や生活様式の変化によって、

多様な動きの経験が少ない生徒に、古武術の身体操法

の動きを経験させることが必要である。次に、「教科体

育」では、指導する時間が限られているので、教師は

生徒の動きの質を高めることだけを目的とするのでは

なく、動きの質を高めることを通じて、速い動き、大

きな力を出す動き、楽で疲れない動きができるように

なることの必要性を生徒に認識させることが大切であ

る。さらに、質の高い動きが「課外体育」や日常生活

においても役立つことを理解させ、質の高い動きを「課

外体育」や日常生活で習得しようとする態度を育てて

いけるよう指導していくことで、古武術の身体操法を

「体つくり運動」に導入した成果が現れてくると考え

られる。

古武術の身体操法は、結果的にいわゆる「体力」が

向上することにもなろうが、本来的には「体力」とは

かかわりないものであり、身体の動きを向上させるも

のである。従って、厳密に言えば、「体つくり運動」の

目的にそぐわないものであると考えられる。しかし、

古武術の身体操法の有効性を考えれば、結果として「体

力」の向上につながるものである。

まとめ

現代社会において、古武術の身体操法がスポーツと

いう分野だけでなく、日常生活、介護、音楽などとい

った分野に幅広く応用されている。一見すると、古武

術と介護、古武術と音楽とは関係のないように思われ

る。しかし、古武術は、戦国の時代の中で生きていく

ために編み出された、身体に負担が少なく、無駄な動

きを省いた、効率のよい身体の使い方である。この基

本的な身体の動きが、スポーツに限られたものでなく

日常生活、介護、音楽等に応用されて不思議はないの

かもしれない。古武術の身体操法の基本理念ともいえ

る、「捻らない、タメない、うねらない」動きはスポー

ツの身体運動の動きと異なるが、それは、「速い動き、

大きな力を生みだす動き、疲れにくい動き」を可能に

するのである。古武術の身体操法では、一部の部位に

負担をかけるのではなく、全身の部位を使う。また、

関節の可動域を広げることで柔軟性を高めるとともに、

受け身を習得することから、ケガを減少させることが

可能である。ケガによるストレスも軽減することが可

能である。

しばしば指摘されるように、古武術の身体操法を習

表３ 体つくり運動の行い方の例
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得する稽古の過程で、自身の身体の感覚が研ぎ澄まさ

れてくる。身体と対話しながら、楽な身体の使い方を

感覚的に見つけ、身につけていくことになる。古武術

の身体操法は、筋力に頼るものではなく、重力の利用、

身体の各部位が力の入りやすい使い方、予測できない

動きによる相手の力の軽減といった方法によって行わ

れる。そのため、古武術の身体操法を習得すれば、筋

力の弱い子ども、高齢者、女性にも特に以下のような

有効性が得られる。

①パフォーマンスの向上及び意欲の向上

②ケガ及びストレスの減少

③高いパフォーマンスの維持

④感覚の鋭敏化

実際に古武術の身体操法を導入する場合に、次のよ

うな指導上での障害が考えられる。

①古武術の動作の持つ意味の難解さ

②動きを自分で深く考えられない

③マニュアルがない

④意欲がない

⑤柔軟な思考ができない

⑥成果がすぐに表れない

これらを踏まえ、「教科体育」における古武術の身体

操法の有効性と限定性を次のようにまとめることがで

きる。

有効性：古武術の身体操法は、スポーツの身体運動

での動きや日常生活で行われないような動きをするた

め生徒に多種多様な動きを行わせることができる。パ

フォーマンスの向上が期待できる。生徒に動きの面白

さを気づかせ、動きを意識させ、身体感覚を高めさせ

ることができる。ケガを減少させることが考えられる。

柔軟な発想ができ、習得する過程を通して、深く考え、

試行錯誤をしながら工夫していく態度を養うことがで

きる。

限定性：授業時間内の生徒の運動量を確保すること

が求められるが、古武術の身体操法の習得だけでは、

十分な運動量を確保するのが難しい。興味や関心を持

つが、本気で習得したいという意欲を持つ生徒が少な

い傾向にある。また、体育教師が、古武術の身体操法

についての知識をもち、実際に見本の実演ができるこ

とが必要である。限られた授業時間の中で、運動量、

興味・関心、意欲等の課題を踏まえて、生徒の身体能

力を伸ばしていけるような、中学校・高校であれば３

年間の単元計画を作成することが課題である。

この研究を通して、古武術の身体操法には多くの有

効性があるが、「教科体育」には受け入れられない現状

がみられる。その理由として、古武術の身体操法が科

学的に認められていないこと、また、その有効性を理

解するまでの段階として、古武術に対するイメージが

よくないことが考えられる。現実に古武術の身体操法

を「教科体育」の指導に導入しようとすると、先に述

べた課題も考えられ、難しい面もある。しかし、古武

術の身体操法をこのまま埋没したような状態では、大

きな損失である。今後、「教科体育」において、古武術

の身体操法の効果的な指導にについて継続的な実践研

究を続けて行くことが必要であろう。
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